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安心・安全で質の高い健康生活を実現する安心・安全で質の高い健康生活を実現する
先端科学技術の実用化に向けた視点先端科学技術の実用化に向けた視点

健康安心の推進

同居家族の健康・病気

収入・家計・借金

将来・老後の収入
自分の健康・病気

自分の老後の介護

平成１７年度 厚生労働省の科学技術推進の基本的考え方

（万人）
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脳卒中 心臓病 糖尿病 がん

糖尿病予備軍は1600万人！悩みやストレスの原因（65歳以上）
→第３位まで健康・介護問題！

我が国の周囲では新興感染症が
頻発！

６５歳以上

厚生労働省「国民生活基礎調査」平成13年

上位５位までの悩みやストレスの原因の割合

全体の約８割

アジアの新興感染症（１９９６－２００４）

０１５７
(1996)

SARS
(2002-2003)
中国
香港
台湾
シンガポール
ベトナム

ニパウイルス（1999）:マレーシア

鳥インフルエンザ
（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞA（H5N1)型）
・1997-：香港
・2003-：香港、タイ、ベトナム

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞA(H9N2)型（1999）
香港
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主な生活習慣病の患者数

健康安全の確保

先端医療の実現
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国民一人一人の健康問題・介護問題への対応

〔安心・安全で質の高い健康生活を実現する先端科学技術の重点事項〕

１．健康安心の推進
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○生活習慣病等の疾病予防

○介護予防 寝
た
き
り
状
態
の
予
防
へ

軟骨細胞培養

骨・軟骨再生技術を活用した関節炎の治療

発
症
予
防
へ

生活習慣指導

重点的検診
プログラム

化学予防 など
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遺伝子 生活習慣・環境

ゲノム多型解析

ゲノム科学技術を活用した発症予測

環境要因等の分析による発症予測

発
症
可
能
性
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先端科学技術の成果 １，２次予防・診断・治療・創薬へ１，２次予防・診断・治療・創薬へ

ゲノム科学

再生医療

ナノテクノロジー

など

疾病予防の向上

早期診断

治療法の最適化

新医薬品開発

など

実用化実用化

先端科学技術の医療現場への導入推進 ～ScienceからPracticeへ～３．先端医療の実現

厚厚生生労労働働省省のの ココ ミミ ッッ トト メメ ンン トト

行政施策とリンクし
全国に均てん

体制整備体制整備

研究重点化研究重点化
3

事前・迅速対応を可能にする技術の研究開発２．健康安全の確保

○感染症対策

○医療安全対策

・モニター心電図異常

・輸液ポンプ設定間違い

携帯情報端末を通じた
・機器の常時監視
・処方と実際の処置の照合
・検査・薬剤情報の確認

検査情報 薬剤情報

インテリジェント
ナースコール

（情報ステーション）

情報技術を活用した医療安全対策

感
染
症
対
策
へ

・ウイルス

・細菌 など

未知の病原体に対する、より迅速な

・検出法開発

・ワクチン開発 など

新興感染症・人獣共通感染症への迅速な対応

West Nile Virus


